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（千円）

成果を挙
げた

改善の必
要がある

未実施 選択した
改善の必
要がある

未実施
統合・連携
できない

統合・連携
できる

未実施
このまま継

続
改善して継

続
終了（廃
止・休止） 実施計画事業費　A 決算額　B 　B－A 執行率　B/A

1
子どもの豊かな自己実現力
（生きる力）をはぐくんでいる
まち）

40 40 0 0 40 0 0 40 0 0 39 1 0 1
子どもの豊かな自己実現力（生
きる力）をはぐくんでいるまち） 374,381 357,775 △ 16,606 95.57%

2
だれもがいつでも学べ、交流
し、心身ともに豊かに暮らして
いるまち

29 24 4 1 26 2 1 21 7 1 21 7 1 2
だれもがいつでも学べ、交流
し、心身ともに豊かに暮らして
いるまち

97,278 73,067 △ 24,211 75.12%

3
子どもが健やかに育ち、安心
して子育てができるまち 15 15 0 0 12 3 0 11 4 0 11 3 1 3

子どもが健やかに育ち、安心し
て子育てができるまち 1,252,367 1,139,324 △ 113,043 90.98%

合　　　計 84 79 4 1 78 5 1 72 11 1 71 11 2 合　　　計 1,724,026 1,570,166 △ 153,860 91.08%

4
一人ひとりが大切にされ、自
立し、健康で生き生きと暮らし
ているまち

35 29 6 0 33 2 0 32 3 0 30 4 1 4
一人ひとりが大切にされ、自立
し、健康で生き生きと暮らして
いるまち

3,533,512 3,510,021 △ 23,491 99.34%

5
豊かな自然に囲まれた中で、
環境に配慮しながら、安全で
快適にくらしているまち

13 13 0 0 12 1 0 12 1 0 13 0 0 5
豊かな自然に囲まれた中で、
環境に配慮しながら、安全で快
適にくらしているまち

2,042,834 1,375,862 △ 666,972 67.36%

6
だれもが生命と財産を守ら
れ、安全で安心して暮らして
いるまち

28 27 1 0 26 2 0 26 2 0 26 2 0 6
だれもが生命と財産を守られ、
安全で安心して暮らしているま
ち

174,948 157,345 △ 17,603 89.94%

合　　　計 76 69 7 0 71 5 0 70 6 0 69 6 1 合　　　計 5,751,294 5,043,228 △ 708,066 87.69%

7
だれもが住みやすく、暮らし
やすい環境が整っているまち 14 14 0 0 14 0 0 14 0 0 14 0 0 7

だれもが住みやすく、暮らしや
すい環境が整っているまち 257,031 196,032 △ 60,999 76.27%

8
地域が元気や活力にあふ
れ、生き生きとしているまち 9 9 0 0 9 0 0 9 0 0 9 0 0 8

地域が元気や活力にあふれ、
生き生きとしているまち 67,327 61,500 △ 5,827 91.35%

9
地域の魅力が住んでいる人
や訪れる人をひきつけている
まち

4 3 1 0 4 0 0 3 1 0 3 1 0 9
地域の魅力が住んでいる人や
訪れる人をひきつけているまち 62,703 43,820 △ 18,883 69.89%

合　　　計 27 26 1 0 27 0 0 26 1 0 26 1 0 合　　　計 387,061 301,352 △ 85,709 77.86%

10
町民と行政の仲にお互いを
支えあう関係や情報の連携
ができているまち

8 7 1 0 6 2 0 8 0 0 6 2 0 10
町民と行政の仲にお互いを支
えあう関係や情報の連携がで
きているまち

36,728 41,314 4,586 112.49%

11
町民の満足・納得度の高い
行政サービスを常に提供して
いるまち

5 4 1 0 5 0 0 4 1 0 5 0 0 11
町民の満足・納得度の高い行
政サービスを常に提供している
まち

16,349 14,831 △ 1,518 90.72%

合　　　計 13 11 2 0 11 2 0 12 1 0 11 2 0 合　　　計 53,077 56,145 3,068 105.79%
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7,915,458 6,970,891 △ 944,567 88.07%

第四次総合計画実施計画事業振り返り集計表 　　　　　　第四次総合計画実施計画事業費総括表

区　　　　　分 総事業数

効率① 効率性② 方向性

区　　　　　分
令和３年度有効性

Ⅰ ”人を育てる”葉山 Ⅰ ”人を育てる”葉山

Ⅱ
”暮らしを守る”葉山

Ⅱ
”暮らしを守る”葉山

合　　　　　計 合　　　　　計

Ⅲ
”活力を創造する”葉山

Ⅲ
”活力を創造する”葉山

Ⅳ
”みんなでつくる”葉山

Ⅳ
”みんなでつくる”葉山
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性

1 学校教育課 小中一貫教育推進事業★

9年間を見通した育てたい葉山の子ども像である「多様性を認
め合い 夢の実現に向かって 主体的に学び続ける葉山の子ど
も」の実現に向け、小中一貫教育に関する取組を推進しま
す。

①小中一貫教育に関する在り方の検討
②小中一貫教育に関するシンポジウムの
開催

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

2 学校教育課
コミュニティ・スクール推進事業
★

学校・地域・保護者が学校運営に関する協議を行う「学校運
営協議会」が町立小中学校に設置され、各校が「コミュニ
ティ・スクール」として、地域とともにある学校づくりを推
進します。

①学校運営協議会の設置（南郷中)
②研修・視察の実施

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

3 学校教育課 放課後サポート教室推進事業
放課後サポート教室を開催し、様々な社会状況下においても
「学びを止めない」教育の場を提供します。令和４年度よ
り、「地域学校協働活動推進事業」に統合します。

①放課後サポート教室の環境整備
②研修・視察の実施

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

4 学校教育課 地域連携・体験学習推進事業

町立学校が地域の教育力を生かしながら、学校行事等を活用
して体験学習や地域学習を進めるための費用を負担します。
町立学校が実施する社会見学に対し、交通費等の助成をしま
す。

①各小中学校における地域連携活動の講
師費用の負担
②教材等の整備による学習環境の整備
③社会見学時の交通費等の助成

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

5 学校教育課 教育研究所運営事業
学校（組織）の運営体制の整備や教職員の指導方法の向上を
図り、また、保護者及び児童生徒の教育相談に対応するた
め、葉山町教育研究所を運営します。

①学校、教職員への教育指導
②保護者、児童生徒の教育相談対応
③指導、相談に要する活動費（旅費、消
耗品費）

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

6 学校教育課 教育調査研究事業

これからの社会で求められる児童生徒の資質能力の育成に資
するため、教育情報を収集し研究を進めます。また、地域教
材である社会科副読本を教科学習で活用することにより、児
童生徒が自分たちの住む葉山の自然や社会資源について理解
を深め、郷土を大切にする心を育てます。

①学校教育に関する調査研究の推進
②社会科副読本の製作と活用促進

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

7 学校教育課 小学校教育振興事業

児童の学力向上に資するため、学習指導要領に基づく学習を
進める上で必要な教材や、教員用指導書等を整備します。ま
た、学習効果の向上や安全性の確保の観点から、老朽化した
備品等については順次買い替え等の対応を図ります。

①学習環境の整備
②教師用教科書等の購入
③卒業証書等の印刷
④ピアノの調律

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

8 学校教育課 中学校教育振興事業

生徒の学力向上に資するため、学習指導要領に基づく学習を
進める上で必要な教材や、教員用指導書等を整備します。ま
た、学習効果の向上や安全性の確保の観点から、老朽化した
備品等については順次買い替え等の対応を図ります。

①学習環境の整備
②教師用教科書等の購入
③卒業証書等の印刷
④ピアノの調律

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

9 学校教育課 学校教育関係団体等助成事業
児童生徒の健全な指導・育成に役立つ情報を収集するため、
学校教育関係団体への加入及び研究会参加のための負担金を
支出します。

①負担金等の支出 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

10 学校教育課 学びづくり推進事業★

学習指導要領に基づく「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向け、「９年間を見通した育てたい葉山の子ども像」を踏
まえ、各校の校内研究の充実を図ります。
一人一台端末の活用等、ICTを効果的に活用した授業づくりを
推進します。

①研究推進連絡協議会の開催
②拠点校による研究発表会
③講師を招聘した校内研修の充実
④ICT教育推進担当者による研究授業の
実施

各校における、事
後の協議を伴う校
内の研究授業の実
施回数

回 ３ ３ 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

11 学校教育課 小学校情報教育推進事業★

今後、授業等での端末の効果的な活用を図るための大型提示
装置やデジタル教科書等の周辺機器の整備について検討を行
い、情報社会に対応できる人材育成のため、ICT（情報通信技
術）の適切な活用等ができるよう情報機器の整備など情報教
育環境の充実を図ります。

①情報機器等（PC及び周機器）の借上げ
及び保守点検
②PC教室用消耗品の購入
③端末保障費
④端末周辺機器（大型提示装置等）の購
入費用

ICTを活用した授業
の回数（教員一人
当たり平均）

回 ７０

１日１回以上
※R3より1人１台端末を貸
与しているため、日常的に
授業で使用している。その

ため、年間にICTを活用した
回数を活動指標にすること
が適さなくなった。今回は、
「教員１人あたり１日１回以

上」と記載

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

12 学校教育課 中学校情報教育推進事業★

今後、授業等での端末の効果的な活用を図るための大型提示
装置やデジタル教科書等の周辺機器の整備について検討を行
い、情報社会に対応できる人材育成のため、ICT（情報通信技
術）の適切な活用等ができるよう情報機器の整備など情報教
育環境の充実を図ります。

①情報機器等（PC及び周機器）の借上げ
及び保守点検
②PC教室用消耗品の購入
③端末保障費
④端末周辺機器（大型提示装置等）の購
入費用

ICTを活用した授業
の回数（教員一人
当たり平均）

回 ７０

１日１回以上
※R3より1人１台端末を貸
与しているため、日常的に
授業で使用している。その

ため、年間にICTを活用した
回数を活動指標にすること
が適さなくなった。今回は、
「教員１人あたり１日１回以

上」と記載

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

13 学校教育課 教育情報ネットワーク管理事業

町立学校で使用するコンピュータや情報通信ネットワークな
どの情報手段の適切な管理・運用及びこれらを日常的、効果
的に活用するために必要な環境を整えます。なお、旧上山口
小学校校舎の老朽化にともない、現在は旧上山口小学校にあ
るサーバーの移設についても、今後検討を進めます。

①情報機器等（PC及び周辺機器）の借上
及び保守点検 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

14 学校教育課 町費教職員等配置事業

・専科教員の指導により専門性の高い教科の学習の習熟度を
向上させ、また、小学校６学年から中学校１学年を継続して
指導する教員により、中一ギャップの解消を図ります。
・小学校水泳授業及び中学校部活動に指導者を派遣し、安全
確保や技術指導に努めます。
・各校に図書整理員を配置し、児童・生徒に学習用図書を提
供します。
・ICT支援員の巡回により、児童・生徒等の教育情報機器の効
果的な利用を支援します。

①専科教員の配置
②小中連携教員の配置
③水泳授業、部活動指導者の派遣
④学校司書の配置
⑤ICT支援員の配置

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

15 学校教育課 外国語教育推進事業

国際理解教育や外国語教育の推進により、国際社会に対応し
た人間の育成を目指すとともに、小学校で外国語活動や外国
語教育に対応するため、生きた英語を子どもたちに伝える英
語を母語とする外国人を派遣します。

①小学校への外国語活動指導講師の派遣
②中学校への外国人英語指導助手の派遣

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

16 学校教育課 人権教育推進事業
児童・生徒が、人権の意義や内容の重要性等を理解し、行動
できる力を身に付けさせるため、教職員への研修等を行いま
す。

①教職員を対象とした人権教育に関する
研修会を開催する

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

17 学校教育課 小学校情操教育推進事業
芸術・文化活動等に触れることにより、児童の人格形成の基
盤となる豊かな心や規範意識を育成します。

①学校が実施する情操教育活動（演劇・
音楽）への助成

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

18 学校教育課 中学校情操教育推進事業
芸術・文化活動等に触れることにより、生徒の人格形成の基
盤となる豊かな心や規範意識を育成します。

①学校が実施する情操教育活動（演劇・
音楽）への助成

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

　
　
人
を
育
て
る

　
　
子
ど
も
の
豊
か
な
自
己
実
現
力

（
生
き
る
力

）
を
は
ぐ
く
ん
で
い
る
ま
ち

新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成

「
豊
か
な
心

」
の
育
成

3



令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

19 学校教育課 就学時健康診断事業
就学時の健康チェック、教育相談などを通して、入学前に治
療を要する疾病や健康問題を把握するとともに適切な指導を
行います。

①健康診断の実施 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

20 学校教育課 児童健康管理事業
小学校における保健管理及び安全管理を行い、児童の健康保
持、増進を図ります。

①健康診断の実施
②医療機器備品等の保守及び整備

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

21 学校教育課 生徒健康管理事業
中学校における保健管理及び安全管理を行い、児童の健康保
持、増進を図ります。

①健康診断の実施
②医療機器備品等の保守及び整備

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

22 学校教育課 中学校部活動支援事業

健やかな体と豊かな心の育成に資するため、部活動において
文化又はスポーツ活動に取り組みます。また、部活動を通
じ、異学年の交流を深めるとともに、社会性や自主性を養い
ます。

①部活動への補助金の給付 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

23 教育総務課 学校給食推進事業★
自らの健康について考え、望ましい食生活習慣を選択できる
児童が育成されている。

①各種検査・消耗品購入等
②学校給食費の公会計化

「葉山町学校給食
基本方針」に掲げ
た７つの方針に
沿った取組の達成
率

％ 60 74 123% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

24 教育総務課 学校給食センター整備事業★
安全安心で、栄養バランスの良い給食が、学校給食センター
から安定して供給されている。

①コロナ禍のため延期した給食センター
整備について、サウンディング型市場調
査を行い、令和５年度から5年間は親子
方式により暫定的に中学校給食を開始
し、その間に事業を検討することとし
た。

完全給食実施状況 校 ４ ４ 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない 改善して継続

25 教育総務課 給食施設運営事業
安全安心で、栄養バランスの良い給食が、安定して供給され
ている。

①調理機器や設備等の点検
②修繕や消毒などの維持管理

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

26 学校教育課 児童就学支援事業
障がいや特性のある学齢児童・生徒に対し、保護者との教育
相談や関係機関との連携により、適切な就学支援について検
討します。

①葉山町就学支援委員会の開催 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

27 学校教育課 小学校特別支援学級振興事業
障がいのある児童が安全で充実した学校生活を送ることがで
きるよう、一人ひとりの状態に応じたきめ細かな人的・物的
支援を可能とする教育環境を整備します。

①特別支援学級非常勤職員の校外活動引
率
②特別支援教育に係る教材等の購入によ
る学習環境の整備
③教材の修繕、検査機器の保守点検

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

28 学校教育課 児童生徒学校生活支援事業

特別な支援を要する児童・生徒の多様な教育的ニースに対応
し、安全で充実した学校生活を送ることができるよう適切に
支援します。自立や社会参加に向け、一人一人の障がいの状
態や教育的ニーズに応じた指導や支援を行います。

①特別支援教育支援員の雇用
②母語が日本語以外の児童生徒への日本
語指導講師の派遣
③宿泊がある校外活動時の看護師の派遣

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

29 学校教育課 中学校特別支援学級振興事業
障がいのある生徒が安全で充実した学校生活を送ることがで
きるよう、一人ひとりの状態に応じたきめ細かな人的・物的
支援を可能とする教育環境を整備します。

①特別支援学級非常勤職員の校外活動引
率
②特別支援教育に係る教材等の購入によ
る学習環境の整備
③教材の修繕、検査機器の保守点検

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

30 学校教育課 教育相談事業★

いじめ、不登校及び児童虐待等の問題に早期かつ適切に対応
するために、学校における教育相談をサポートします。ま
た、各相談機関と学校の連携による、効果的な相談体制の整
備を図ります。そのために、今後、各学校で教育相談スー
パーバイザーを交えたケース会議等を実施し、各学校の教育
相談体制の充実を図ります。

①心の教室相談員の配置
②教育研究所、教育支援教室相談員の配
置
③教育相談スーパーバイザー（精神科医
等）を交えたケース会議
④スクールカウンセラーの配置

教育相談スーパー
バイザー（精神科
医等）を交えた
ケース会議

回 ５ ６ 120% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

31 学校教育課
教育支援教室（ヤシの実）管理
事業

不登校児童生徒の学校復帰や社会的自立を目指し、児童生徒
の基礎学力の補充、集団生活への適応指導及びコミュニケー
ション能力の向上を図るため、教育支援教室（ヤシの実）を
運営管理します。

①教育活動に関する消耗品の購入
②通信費（電話代）、テレビ受信料
③外部講師活用による多様な体験学習

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

32 学校教育課 葉山町高校生奨学事業
経済的に高校への就学が困難な家庭を支援するため、葉山町
高校生奨学給付金支給規則に基づき、奨学給付金を支給しま
す。

①高校奨学給付金の実施 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

33 学校教育課 小学校児童就学援助事業
経済的な理由により、児童の就学が困難な世帯に学用品費や
給食費など、就学に必要な費用の一部を援助します。

①就学のための援助 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

34 学校教育課 中学校生徒就学援助事業
経済的な理由により、生徒の就学が困難な世帯に学用品費や
給食費など、就学に必要な費用の一部を援助します。

①就学のための援助 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

35 学校教育課 教職員健康管理事業★
小学校教職員への健康診断を実施し、検査の結果とその職員
の職務内容及び勤務の強度を総合的に考慮して治療を指示
し、また勤務を軽減する等の適切な措置をします。

①健康診断の実施
②ストレスチェックの実施

ストレスチェック
受検率

％ 80 80 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

36 学校教育課 教職員健康管理事業★
中学校教職員への健康診断を実施し、検査の結果とその職員
の職務内容及び勤務の強度を総合的に考慮して治療を指示
し、また勤務を軽減する等の適切な措置をします。

①健康診断の実施
②ストレスチェックの実施

ストレスチェック
受検率

％ 80 65 81% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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37 学校教育課 教職員基礎研修事業
社会の変化や学習指導要領の改訂など、求められる教育に対
応できるように教員の資質、能力を高める研修を実施しま
す。

①教育講演会の支援 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

38 学校教育課 教職員専門研修事業
これからの社会で求められる児童生徒の資質や能力の育成に
資するため、教職員の専門的な指導力や応用力の向上を図り
ます。

①研修内容の充実
②参加体制の明確化
③開催計画の工夫

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

39 教育総務課 小学校施設管理事業★ 学校施設の維持管理が適切に行われている。
①修繕等の実施
②各種管理業務委託

トイレ改修整備 校 2 2 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

40 教育総務課 中学校施設管理事業★ 学校施設の維持管理が適切に行われている。

①修繕等の実施
②各種管理業務委託
③トイレ改修設計
④屋内運動場改修

トイレ改修整備 校 2 2 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

41 生涯学習課 生涯学習推進事業★
生涯学習情報誌「はやま地域活動ガイドブック」などを活用
した情報提供や生涯学習事業の充実を図り、町民の生涯学習
を推進します。

①町民大学の開催
②各種生涯学習事業の開催
③社会教育委員会議の運営

生涯学習団体登録
数

団体 75 74 99% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる 改善して継続

42 生涯学習課 家庭教育支援事業★
家庭教育の自主性を尊重しつつ、保護者に対する学習の機会
及び情報提供など、家庭教育の支援に努めます。

①家庭教育支援講座の実施
②PTA研修会の実施
③葉山町PTA連絡協議会の活動支援

講座参加者数（定
員に対する割合）

％ 100 100 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

43 生涯学習課 公民館教室等管理運営事業★
町民が、趣味・教養等に係る生涯学習活動を行うきっかけと
なる機会を提供するとともに、活動を行う場として学校教育
上支障のない範囲で学校施設を開放します。

①各種公民館教室の開催
②学校開放施設の維持管理

公民館教室参加者
数（定員に対する
割合）

％ 100 100 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない 改善して継続

44 生涯学習課 地域学校協働活動推進事業★

地域と学校がパートナーとして連携・協働して行う「地域学
校協働活動」を推進するため、相互の連絡調整を行う地域学
校協働活動推進員を配置し、「社会に開かれた教育課程」の
推進に努めます。

①地域学校協働活動の実施
地域学校協働活動
推進員の設置数

校 1 2 200% 改善の必要がある 改善の必要がある 統合・連携できない 改善して継続

青
少
年
の
育
成

45 生涯学習課 青少年育成事業★

自然や人とのふれあい、様々な体験活動を通して社会性等を
身につけ、豊かな心を持つ、たくましい子どもや青少年の
リーダーを育成します。また、青少年の健全育成を目的とす
る団体の活動を支援します。

①自然観察、体験学習等の実施
②ジュニアリーダー養成講座の実施
③成人式の開催
④青少年育成団体への助成
※一部事業を中止した。

青少年体験・交流
事業の定員に対す
る参加者数の割合

％ 97 90 93% 改善の必要がある 選択した 統合・連携できる 改善して継続
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46 生涯学習課 スポーツ振興事業★
町民だれもがスポーツを楽しみ、健康で豊かな生活を送れる
よう生涯スポーツの推進を図ります。

①スポーツ体験講座等の開催
※一部事業を中止した。
②総合型スポーツクラブの支援
③スポーツ振興団体への助成

週１回以上運動・
スポーツをする人
の割合

％ 55.0 59.3 107.8% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

47 生涯学習課 南郷上ノ山公園管理事業★

生涯スポーツ等の活動の拠点となるよう、だれもがスポーツ
に親しめる環境を整え、スポーツ活動を通じた利用者相互の
交流を促進するとともに、安全性・利便性の向上に配慮した
管理運営を行います。

①テニスコート、多目的グラウンド、野
球場等の管理運営
②公園管理用の消耗品及び備品の購入
③清掃・草刈等業務委託

有料施設利用者数 人 73,000 66,014 90% 改善の必要がある 改善の必要がある 統合・連携できる 改善して継続

48 生涯学習課 マリンスポーツ振興事業★

近代ヨット発祥の地である地域の特性を活かし、マリンス
ポーツ活動の普及振興を図るとともに、地域から優れたス
ポーツ選手が育成されることをめざし、競技スポーツの推進
を図ります。

①マリンスポーツ体験講座の開催
※一部事業を中止した。
②ヨットスクールへの支援

SUP＆ビーチテニス体験講座を新たに追
加

過去にマリンス
ポーツを体験した
ことがある人の割
合

％ 51.5 63.1 123% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

49 生涯学習課 学校体育施設開放事業★
町民がスポーツ・レクリエーション活動に親しむことができ
るよう、町立小中学校の体育施設を開放し活動の場を提供す
ることにより、生涯スポーツの振興を図ります。

①町立小中学校の屋内運動場・グラウン
ドの開放
※一部事業を中止した

学校体育施設稼働
率

％ 65.0 53.0 82% 改善の必要がある 選択した 統合・連携できない 改善して継続

50 政策課 東京2020大会準備事業
東京オリンピック・パラリンピックに向けて、機運の醸成や
町のグローバル化を図ります。

①海外セーリング選手やオリンピアンと
の交流イベント
②事前キャンプ受け入れ

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない 終了（廃止・休止）

51 福祉課 文化公演事業★

各年代を対象者とした芸術文化公演を開催するとともに、地
域の芸術文化活動団体等に利用しやすい場を提供することに
より、芸術文化にふれる機会の拡充や自主的な芸術文化活動
の充実を図ります。

①「葉山の子ども達のための音楽会（音
楽の絵本）」の開催
②新人演奏会「輝け若き演奏家たち」中
止

芸術文化等公演回
数

回 2 1 50% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

52 生涯学習課 芸術文化振興事業★
所蔵美術品を展示し、芸術文化を鑑賞する場を提供するとと
もに、文化協会等への支援を通じて、町民が芸術文化に身近
に触れることのできる機会の充実を図ります。

①所蔵美術品の保管管理及び展示
②文化協会、葉山芸術祭への助成

所蔵美術展におけ
る新規絵画展示数

個 10 10 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる 改善して継続

53 生涯学習課 文化啓発事業★
葉山町内に存する文化財の保存及び活用のため必要な措置を
講じ、町民の郷土に対する理解を深めるとともに、町民の文
化の向上及び発展を図ります。

①文化財保護委員会による調査・審議
②管理奨励金、修理等に対する助成
③文化財講演会等による啓発
④埋蔵文化財の保護

文化財の数
（国・県・町指
定・登録文化財）

件 75 75 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

54 生涯学習課 長柄桜山古墳群調査整備事業
国民共有の財産である国指定史跡を適切に保存管理、整備、
公開に供することで、郷土文化の学習の場として育み、活用
しながら未来に引き継ぎます。

①第1号墳遺構保存整備工事
②史跡指定地の維持管理
③ボランティアによるパトロール実施

史蹟「長柄桜山古
墳群」の整備進捗
率

% 85 86 101% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

　
　
人
を
育
て
る

　
　
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
学
べ

、
交
流
し

、
心
身
と
も
に
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち

生
涯
ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
推
進

芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興
と
文
化
財
の
保
護
・
活
用

7



令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

55 生涯学習課 葉山しおさい公園管理事業★
来園者が快適に散策出来るよう、適正な維持管理を行うこと
により、園内を良好な状態に保ち、地域資源を生かした観光
集客を目指します。

①クロマツの保全等による景観の維持管
理
②施設管理及び修繕
③入園料徴収集計

しおさい公園入園
者数

人 30,000 21,781 73% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

56 生涯学習課 資料収集保存事業★
葉山町の自然と文化を理解する上で必要な資料を収集し、博物館資
料として適切に整理、保存を行い、町民共有の財産として活用しなが
ら未来に継承する。

①収集資料の整理分類
②標本等の維持管理
③水槽による生体展示

標本剥製等整理保存
数

体 500 3,182 636% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

57 生涯学習課 教育活動・調査研究事業★
調査を通じて収集された標本や情報を整理、保管し、その成果を分
かりやすく情報発信及び展示することにより、児童生徒及び町民の学
習活動を支援します。

①芝崎ナチュラルリザーブパトロール
②常設展示の更新と企画展示の開催
③ガイドブック等発刊
④サイエンスカフェ開催

教育活動及び研修等
の受け入れ

人 200 231 116% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

58 生涯学習課 博物館管理運営事業★
施設及び設備を清潔で良好な状態に維持管理し、快適に有意義な
時間を過ごしてもらう。御下賜標本等貴重な展示物に対する夜間及
び休館日の警備体制。

①清掃及び機器点検
②設備機器修繕
③機械警備委託

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

59 生涯学習課 資料整備事業★
幅広い層の利用者のニーズに応えられるよう、蔵書・資料の収集・整
理・提供・保存を行います。

①蔵書・資料の購入等
②雑誌スポンサー制度の継続
③県内図書館等との相互利用
④無料オンラインデータベースのリンク集作
成
⑤マルチメディアデイジー図書の収集・提供

蔵書新鮮度 ％ 3.16 2.85 90% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

60 生涯学習課 読書活動推進事業★
幼少時から読書に親しむ取り組みや動機づけ、興味を引く資料展示
等により、読書を普及します。

①おはなし会等各種行事の実施
②研修会の開催
③学校との連携策協議
④子ども読書活動推進計画検討

町民一人あたりの貸
出点数

冊 4.7 5.2 110.6% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

61 生涯学習課 図書館サービス推進事業★
図書館用電算管理システムによるデータの構築や図書館サー
ビスの利便性の向上による、利用環境の充実を図ります。

①システムによる図書館情報管理
②書誌データ利用による蔵書管理
③館内配置の検討

館内配置の見直し 検討中 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

62 生涯学習課 スポーツ親善振興事業★
姉妹都市である草津町とスポーツ交流を通じて親善を図りま
す。

①草津町親善水泳教室の開催
※事業を中止した。

草津町親善水泳教室
参加者数

人 35 ― #VALUE! このまま継続

63 政策課 草津町親善交流事業★ 姉妹都市草津町との友好を深めるため親善交流を図ります。

①草津町文化祭作品展示
②災害時用業務データ交換
③草津温泉感謝祭、草津国際音楽祭等へ
の参加
④姉妹都市交流パスポート
⑤温泉バスツアーの開催
⑥宿泊費助成

宿泊助成人数 人 280 135 48% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

姉
妹
都
市
交
流
の
推
進

　
　
人
を
育
て
る

　
　
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
学
べ

、
交
流
し

、
心
身
と
も
に
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち

芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興
と
文
化
財
の
保
護
・
活
用

未実施未実施 未実施

8



令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

64 政策課 友好都市等準備事業
御用邸が所在する栃木県那須町及び静岡県下田市との友好都市の
締結に向け、情報交換、連絡調整を図ります。

①那須町及び下田市との友好都市協定締
結

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

65 政策課 国際交流事業
自治体における国際交流施策が交流から多文化共生へと変化しつ
つある現状に伴い、町民の多文化共生への理解と関心を高め、国際
感覚を醸成し、町の国際化を推進します。

①外国文化紹介講座の開催（講師による講
演）
②出張外国文化紹介講座の開催（小中学
校へ講師を派遣し講演）
③語学ボランティア制度の周知及び派遣
④語学講座（講師による講座）
⑤医療通訳派遣システム事業負担金

外国文化紹介講座等
参加人数

人 350 375 107% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

66 町民健康課 人権・同和啓発事業★
職員研修の実施や町民に対する講演会や展示などを通じて人権意
識のさらなる高揚を図り、差別や偏見、いじめ、暴力等がなく互いを
尊重する社会を目指します。

①研修会や講演会等の開催
②人権、同和対応団体に対する補助負担金
の支出
③人権の花運動の実施

研修会・講演会の参
加者数

人 750 97 13% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

67 生涯学習課 社会人権教育啓発事業★
社会教育を通じて、人権が真に尊重される地域社会を実現するよう
人権教育を推進するとともに、人権尊重の意識が日常生活の中に根
付くことを目指し、より効果的な啓発活動を推進します。

①人権啓発教育講演会の開催
②人権展の開催
③人権講座等の受講

人権啓発教育講演会
来場者数（葉山町）

人 40 24 60% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

68 町民健康課 男女共同参画推進事業★
「男女共同参画プランはやま（第４次）」を計画的に推進することにより
男女共同参画に関する意識の高揚を図り、男女共同参画社会の形
成及び異性へのあらゆる暴力の根絶を目指します。

①講演会や研修会等の開催
②電話相談の実施
③緊急一時保護施設入所負担金及び宿泊
費の支出

講演会や研修会等の
開催

回 2 0 0% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

69 政策課 非核平和推進事業★
非核平和都市宣言の町として、核兵器のない平和な世界の実現のた
め、町民への啓発活動を行い、自主的活動を進めます。

①平和標語コンクールの開催
②各平和団体等の非核平和事業への協力・
支援
③葉山で平和を考える一日の開催

非核平和イベント参
加人数

人 60 26 43% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

70 教育総務課 幼稚園補助事業 子育て支援サービスが充実している。 ①運営費助成 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できる 終了（廃止・休止）

71 子ども育成課 子育て支援推進事業★

就学前児童の子育て家庭等に対する育児不安等について相談指
導、子育てサークル等への支援、地域の保育需要に応じた預かり保
育、情報提供などを実施することにより、地域全体で子育てを支援す
る基盤形成を図ります。

①指定管理制度による子育て支援センター
の運営
②ファミサポ減免（ひとり親）

子育て支援センター
延べ利用者数

人 11,500 3,796 33% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

72 子ども育成課 子ども・子育て会議推進事業
子ども・子育て会議を開催し、第2期子ども・子育て支援事業計画（令
和2年度～６年度）の進捗管理や町の子ども・子育て施策全般につい
て検討を行う。

①子ども・子育て会議の開催
②子ども・子育て支援事業計画の進捗管理

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

73 子ども育成課 児童館等運営事業★
児童等がいつでも利用できる遊び場として、また地域の人々とのふれ
あいの場としての居場所を確保することで、児童等の健全な成長を
図ります。

①児童館等への指導員の配置
②児童館等の維持管理に必要な消耗品等
の購入や光熱水費の支払い
③維持管理に必要な修繕工事等の実施（下
水道接続工事等）

児童館等延べ利用者
数

人 60,000 28,224 47% 成果をあげた 改善の必要がある 統合・連携できない 改善して継続

74 子ども育成課 放課後児童健全育成事業★
対象児童の放課後の居場所として、児童館等や学校の校地内に学
童クラブを設置し、児童が快適に過ごせる場所の環境整備と健全育
成を図ります。

①学童クラブ指導員の配置
②学童クラブの運営に必要な消耗品等の購
入
③民間の学童クラブへの助成
④学校地内での学童クラブ設置の検討

学童クラブ数 箇所 10 10 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

75 子ども育成課 教育・保育給付支給事業★
就労や疾病等の理由で保育を必要とする家庭の児童を保護者
に代わって保育所等で保育することで、児童の健全な育成を
図ります。

①民間保育所への入所委託
②民間保育所への支援
③届出保育施設に入所した児童に対する
健康診断、調理担当職員等の保菌検査、
施設賠償責任保険に要する費用の一部補
助
④幼保無償化に伴う、保育所及び幼稚園
への給付費の支払及び連絡調整。
⑤幼保無償化に伴う、認可外保育施設等
の利用料の支払。

認可保育所数（小
規模保育施設を含
む）

箇所 8 6 75% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

76 子ども育成課 保育園運営事業★
町立保育園において保育の必要な乳幼児の保育を行うことに
より、心身の健全な発達を図ります。

①管理運営にかかる賃金の支払い
②管理運営にかかる消耗品・備品、給食
用賄材料の購入

葉山保育園利用定
員

人 100 103 103% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

77 子ども育成課 児童相談事業★

保護者が子どもへの適切なかかわりや養育行動が取れるよ
う、相談員等による助言支援を行うとともに、地域全体にお
いて子どもへの見守り意識を高めることにより、子どもへの
虐待の未然防止や進行予防を図ります。

①児童相談・要保護児童対策地域協議会
の運営
②関係機関への研修の実施
③親育ち支援プログラムの実施
④町民への啓発
⑤子ども家庭総合支援拠点の運営及び情
報共有システムの活用

要保護児童対策地
域協議会開催回数

回 4 4 100% 成果をあげた 改善の必要がある 統合・連携できる 改善して継続

78 子ども育成課 養育支援家庭訪問事業★
養育課題の早期把握、早期支援を提供することで保護者の養
育を支え、虐待への進行を予防するとともに、子どもが望ま
しい環境で育てられるようにします。

①養育支援員による子育ての直接支援
②理学療法士による技術的支援
③保健師看護師（職員）による継続訪問
支援

乳児家庭全戸訪問
実施率

％ 100 100.0 100.0% 成果をあげた 改善の必要がある 統合・連携できない このまま継続

79 子ども育成課 発達障害児等支援推進事業★

発達につまずきのある未就学児童に対し基本的な生活指導を
行うとともに、保護者に対し対象児童への正しい理解と療育
を指導することにより、発達障害児者の心理機能の適正な発
達及び円滑な社会生活の促進を図ります。

①たんぽぽ教室における療育指導・機能
訓練
②幼稚園保育園巡回相談事業
③発達支援システムによる相談・支援体
制の整備
④児童発達支援等への給付
⑤児童発達支援センターの設置準備

発達支援システム
保護者教室参加者
数

人 80 13 16% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

80 子ども育成課 母子保健事業★
母子に対する様々な保健事業の実施により、保護者が安心し
て子育てができるとともに、子どもが健やかに成長できるこ
とを目指します。

①母子健康手帳の交付
②各種健康診査、育児教室、健康相談、
家庭訪問等の実施
③ブックスタート事業の実施
④産後ケア事業
⑤新生児聴覚スクリーニング検査費用助
成

乳幼児健康診査受
診率

％ 100 99.2 99.2% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる 改善して継続

81 子ども育成課 乳幼児等予防接種事業★
感染症による死亡者・重度化及び疾病の流行防止するため、
すべての乳幼児等が各種予防接種を受けられる体制を整備し
ます。

①逗葉医師会加入医療機関との委託契約
による個別方式での各種予防接種の実施
②子宮頸がんワクチンの情報提供

麻しん風しん予防
接種率（2期）

％ 89 84.6 95.1% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

82 子ども育成課
ひとり親家庭等医療費助成事業
★

ひとり親家庭等の医療費を助成し、経済的負担を軽減するこ
とにより、生活の安定と自立を促進し、安心して医療を受け
られる環境を整えます。

①医療機関等でかかる自己負担分（保険
適用部分）の助成

助成件数（延べ） 件 3,563 4,306 121% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

83 子ども育成課 小児医療助成事業★
小児医療費の一部（自己負担分）を助成することにより、子
どもたちの健全な育成支援と健康増進を推進します。

①医療機関等でかかる自己負担分（保険
適用部分）の助成
②未就学児（入・通院医療費助成　所得
制限なし）
③小学生（入・通院医療費助成　所得制
限なし）
④中学生（入・通院医療費助成　所得制
限なし）

助成件数（延べ） 件 52,119 49,684 95% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

84 子ども育成課 養育医療給付事業

医療機関に入院することを必要とする未熟児に対し、医療給
付を行いその家庭の経済的負担を軽減することにより、医療
が受けられる環境を整え、乳幼児の健全な発育を促進しま
す。

①病院等に入院した際の医療費の一部を
助成

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

85 町民健康課 健康増進事業★
健康増進法や食育基本法に基づく様々な取り組みにより、町
民の健康づくりと食育の推進を図ります。

①各種健康教室、健康相談等の開催
②「葉山町健康増進計画・食育推進計画
（第2期）」計画事業の推進
③健康増進施設利用助成
④人間ドック・脳ドックの費用助成
⑤在宅医療相談事業の推進及び強化

健康増進教室実施
率
（計画した教室の
実施率）

％ 100 70 70% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

86 町民健康課 特定健康診査等事業★
生活習慣病の予防のため、メタボリックシンドロームに着目
した健診を行い、被保険者の健康の保持増進に努めます。

①身体測定や血液検査などの特定健康診
査の実施
②特定健診未受診者への電話勧奨

特定健康診査受診
率

％ 29.5 未 #VALUE! 改善の必要がある 選択した 統合・連携できない 改善して継続

87 町民健康課 保健指導事業★
対象者に保健指導を通して生活習慣の改善と、健康への自覚
を促し、メタボリックシンドローム等生活習慣病の改善を図
ります。

①保健指導の実施
②未受講者への電話指導等の実施

保健指導終了率 ％ 26.0 未 #VALUE! 改善の必要がある 選択した 統合・連携できない 改善して継続

88 町民健康課 各種検診事業★
がん等疾病の早期発見・早期治療と、正しい健康意識の普及
及び啓発により、健康保持及び推進を図ります。

①各種がん検診（胃、胃がんリスク、
肺、大腸、前立腺、子宮、乳、肝炎ウィ
ルス検査）の実施
②子宮頸がん・乳がんの、無料検診の実
施
③肝炎ウイルス無料検査の実施
④歯周病検診の実施

歯周病検診受診率 ％ 8.8 8.1 92% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

89 町民健康課 災害医療対策事業★

災害時における医療救護活動を円滑に行うため、必要となる
医療資器材や医薬品の維持更新管理を行います。また災害時
に医療救護対応をする医師会、歯科医師会、薬剤師会、登録
ボランティア看護師等との連携強化や体制整備に努め、研修
等での資質の向上を図ります。

①災害時医療資器材・医薬品の維持更新
管理業務の委託
②逗葉医師会、逗葉歯科医師会、逗葉薬
剤師会、逗子市等との連携の中で、災害
時医療研修会の実施

災害時医療研修参
加者数

人 75 0 0% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

90 町民健康課 保健衛生関連団体等助成事業
保健衛生関連団体の活動を支援することにより、町民の保健
衛生及び健康増進を図ります。

①保健衛生関連団体への助成 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

91 町民健康課 後期高齢者健診事業★

年1回の長寿健康診査の実施及び食生活や生活習慣の改善が必
要な希望者に対する保健師や管理栄養士による相談の実施に
より、高齢者の健康増進及び疾病の早期発見、早期治療を目
指します。

①長寿健診等の実施
②健康・栄養相談の実施

長寿健康診査受診
率

％ 25.0 25.9 104% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

92 町民健康課 高齢者等予防接種事業★
インフルエンザの感染予防や蔓延防止、および感染者の重症
化予防を目的に、町民の経済的負担の軽減も含め、インフル
エンザ予防接種費用の一部助成を行います。

①高齢者に対するインフルエンザ予防接
種の実施

インフルエンザ予
防接種実施率（65
歳以上）

％ 45.1 48.0 106% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

93 町民健康課
高齢者肺炎球菌ワクチン接種助
成事業★

高齢者の肺炎球菌による肺炎の予防や、発症した場合の死亡
率減少を目的に、町民の経済的負担の軽減も含め、肺炎球菌
ワクチン予防接種費用一部助成を行います。

①65歳の人、および70歳以上5歳刻み年
齢の町民で、過去に肺炎球菌予防接種を
受けていない人を対象に、肺炎球菌ワク
チン予防接種費用一部助成を実施。
②令和2年度事業で年度内接種ができな
かった、65歳以上で①以外の対象年齢の
人を対象に、肺炎球菌ワクチン予防接種
費用一部助成を実施。

高齢者肺炎球菌ワ
クチン接種率

％ 48.2 44.9 93% 改善の必要がある 選択した 統合・連携できない 改善して継続

94 町民健康課 感染症対策事業
感染症全般の予防啓発や、新型インフルエンザ等感染症に対
するまん延防止の予防啓発、および感染拡大防止を図りま
す。

①消毒薬等の購入
②ホームページ等での感染予防啓発
③コロナウイルス陽性者に対する食糧配
達支援

感染予防啓発活動
の実施

回 3 6 200% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

95 町民健康課 風しん等予防接種事業
風しんの予防接種費用の一部助成を実施することにより、風
しんの流行及び発症の予防を図ります。

①風しん等予防接種費用の一部助成
②風しんの追加的対策
昭和３７年４月２日から昭和５４年４月
１日生まれまでの男性に、抗体検査、予
防接種を無料で行う。

風疹等予防接種助
成申請者数（予防
接種者数）

人 50 16 32% 改善の必要がある 選択した 統合・連携できない 改善して継続

医
療
体
制
の
充
実

96 町民健康課 救急医療対策事業★
一次救急及び二次救急の医療体制の確保を図り、救急時にお
いても、安全で安心できる医療体制を整えます。

①逗葉医師会、逗葉歯科医師会等の協力
による逗子市・葉山町の一次救急医療体
制の確保
②関係市町（横須賀市、逗子市、三浦
市、葉山町）各医師会の協力による三浦
半島地域における二次救急医療体制の確
保

休日・夜間急患診
療受け入れ患者数
（モニタリング指
標）

人 ― 567 #VALUE! 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

97 福祉課 各種福祉団体等補助金
各種福祉団体の活動を支援することにより、地域福祉の推進
を図ります。

①各種福祉活動団体の活動に対する助成 ― 成果をあげた 改善の必要がある 統合・連携できない このまま継続

98 福祉課 地域自殺対策強化事業

普及啓発のための講演会の実施や、「気づき・つなぎ・見守
る」地域の人材であるゲートキーパーを養成することで、自
殺対策を総合的に推進して、自殺の防止を図り、「暮らしや
すい町、安心・安全な町」を目指します。

①普及啓発のための講演会の実施
②「気づき・つなぎ・見守る」地域の人
材であるゲートキーパーの養成
③庁内で連携した自殺対策の取組み

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

99 福祉課
民生委員（児童委員）活動事業
★

地域福祉推進のため、町民と行政とのパイプ役や地域の生き
たセーフティーネットとしての機能を担う民生委員児童委員
の活動の支援及び活性化を図ります。

①活動費の支給
②民生委員児童委員協議会への助成
③福祉活動委員の併任と報酬の支給

民生委員児童委
員、主任児童委員
数

人 53 52 98% 改善の必要がある 選択した 統合・連携できない このまま継続
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧
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活動指標名
目
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施
策
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事業
番号

理
念

100 福祉課 地域福祉計画推進事業

現行計画が計画期間の満了を迎えることから第２次「葉山町
地域福祉推進プラン」（令和４年４月～令和７年３月）を令
和3年度に策定し、令和4年度からは「葉山町地域福祉推進プ
ラン（第3期葉山町地域福祉計画・第5次葉山町地域福祉活動
計画）」に沿って施策の推進を図るとともに、計画の適切な
進行管理を行います。

①策定委員会委員報酬の支給
②CSW入門研修
　（コミュニティソーシャ　ルワーク）

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

101 福祉課 在宅高齢者福祉サービス事業★

高齢者宅に緊急通報装置を設置し、緊急事態に対する不安の
解消と日常生活の安全を確保するとともに、短期入所生活介
護（ショートステイ）の看取り介護を評価することにより、
在宅介護を推進します。また、高齢者の外出支援策として、
70歳以上の町民に対し、京急ふれあいパスに係る費用を一部
補助し、元気高齢者の増加を目指します。

①緊急通報システムの設置
②短期入所生活介護（ショートステイ）
における看取り加算金の支払い
③無料入浴サービスの実施
④高齢者等送迎サービスの実施

短期入所生活介護
（ショートステ
イ）看取り件数

件 5 1 24% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

102 福祉課 一般介護予防事業★
高齢者を年齢や心身の状況等によって分け隔てることなく、
住民主体の通いの場を充実させるとともに、自立支援に資す
る各種取組を行うことで介護予防を推進する。

①各種介護予防事業（介護予防水中歩行
教室、貯筋運動業務委託、一般介護予防
事業負担金等）

各種介護予防教室
延べ参加者数

人 9,000 7,697 86% 改善の必要がある 改善の必要がある 統合・連携できない このまま継続

103 福祉課
介護予防・生活支援サービス事
業★

要支援認定者及び介護予防・生活支援サービス事業対象者に
対し通所型サービス、訪問型サービスを提供する。

①介護予防・生活支援サービス事業負担
金

介護予防・生活支
援サービス事業利
用件数

件 3,369 4,012 119% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

104 福祉課 包括的支援事業・任意事業費★

・高齢者の生活上・健康上の不安解消や認知症高齢者を介護
している家族の負担軽減を目指し、相談体制及び関係機関と
の連携の強化を図るとともに、在宅サービスの充実により在
宅生活を支援していきます。
・地域包括支援センターについては１か所増設（計２か所）
とします。
・地域での生活支援体制整備を行うため、町内４箇所に第２
層協議体を設置します。

①包括的支援事業の地域包括支援セン
ターへの業務委託
②緊急通報システムや配食サービス等任
意事業の業務委託
③高齢者の自立支援に資することを目的
としたケアマネジメント適正化
④生活支援体制整備事業（第２層協議
体）の設置

地域包括支援セン
ター延べ相談受託
件数

件 2,700 3,895 144% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

105 福祉課 在宅高齢者住宅改修費助成事業
在宅高齢者が住み慣れた住宅で安全で快適な生活を送ること
ができるよう、住宅改修費用の助成により、高齢者福祉の増
進を図ります。

①住宅改修費に対する助成 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

106 福祉課 生きがい対策交流事業★
高齢者がいつまでも健康的で楽しく暮らすことができるよ
う、交流活動の活性化を図ります。

①ねんりんふれあいの集い事業の実施
②神奈川県シルバー人材センターへの負
担金支出

ねんりんふれあい
の集い事業延べ来
場者数

人 7,000 1,982 28% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

107 福祉課 老人クラブ補助金交付事業
老人クラブの運営等に対する支援により、会員同士の交流を
促進し、活動の活性化を図ります。

①老人クラブ連合会及び単位老人クラブ
への助成

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

108 福祉課 介護・予防サービス事業★
介護を必要とする高齢者等のニーズに対応した介護サービス
を提供することにより、高齢者等の介護を社会全体で支えま
す。

①要介護認定者に対する在宅・施設介護
サービスの提供

介護サービス利用
件数

件 48,000 49,247 103% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

109 福祉課 雇用報奨金支給事業★

障害者の雇用に伴う事業主の経済的負担を調整し、障害者と
事業主の安定的な雇用関係を促すことにより、町内在住の知
的障害又は精神障害のある人の雇用促進と就労の定着を図り
ます。

①雇用報奨金の支給
雇用報奨金支給件
数

人 5 5 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

110 福祉課 手話通訳者派遣等事業

手話通訳者の派遣・設置により、聴覚障害者及び健聴者双方
の情報保障を行い、社会参加の推進を図るとともに、手話奉
仕員を養成し、聴覚障害者が地域の中で安心して暮らせるよ
う情報のバリアフリーに努めます。

①手話通訳者の派遣及び配置
②手話奉仕員養成講座の開催

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

111 福祉課 補装具給付事業
身体障害者等の失われた身体機能を補完又は代替する用具を
支給することにより、身体障害児者や難病患者等が独立自活
するための素地の育成・助長等を図ります。

①補装具の支給
②軽度中等度難聴児補聴器助成

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

112 福祉課 障害児者医療費助成事業
医療にかかる自己負担等を助成することにより、障害者の健
康保持及び経済的な負担の軽減を図ります。

①心身障害者医療費助成事業
②更生、育成医療費の助成

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

113 福祉課 在宅障害者福祉対策推進事業
身体障害者等の日常生活を支援することにより、社会参加の
促進を図ります。

①住宅設備改良費の助成
②日常生活用具の支給
③障害者用自動車改造費の助成

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

114 福祉課 在宅障害者福祉サービス事業
障害者の在宅生活を支援し、その居住環境の向上や社会参加
の促進を図ります。

①重度身体障害者自動車燃料費助成
②障害者タクシー券の交付
③通所交通費の支給

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

115 福祉課 心身障害者手当支給事業
中軽度の在宅障害者と、本人の収入の確保が難しい在宅の20
歳未満の重度障害者に対して手当を支給することにより、福
祉の増進を図ります。

①在宅心身障害者手当の支給 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

116 福祉課 障害者自立支援給付事業★

障害者等の心身状況やサービスの利用意向、介護者の状況及
びサービス提供体制等を勘案し、適切な障害福祉サービスを
提供することにより、障害者等が住み慣れた地域で安心して
自立して暮らせるようにします。

①相談支援事業の実施
②地域活動の支援
③介護給付（訪問系サービスなど）・訓
練等給付（日中活動・居住系サービスな
ど）
④地域生活支援事業（移動支援・日中一
時支援など）の実施

相談支援事業所へ
の相談件数

件 6,021 8,486 141% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

117 福祉課 障害者福祉施設利用者助成事業
グループホームの入居者に家賃助成を行うことにより、障害
のある人の自立生活の支援と経済的な負担の軽減を図りま
す。

①障害者グループホーム入居者に対する
家賃の助成

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策
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事業内容
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計画値（A)
事業
番号

理
念

118 福祉課
障害者施設指定管理業務推進事
業★

雇用されることが困難又は生活に困窮する知的障害者が、障
害者支援施設に入所又は通所して必要な訓練を行うことによ
り、職業を得て自活することができるようにします。

①障害者支援施設「はばたき」の指定管
理業務の委託
②葉山はばたき修繕

障害者支援施設
「はばたき」利用
定員数

人 20 20 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない 終了（廃止・休止）

119 福祉課 障害者施策推進事業★
障害者等や支援者が日常生活の中で感じる課題を共有し、地
域の課題を解決するための事業の検討・実施により、障害者
等の地域生活を支えるためのネットワークを構築します。

①障害者等との交流事業の実施
②支援者の理解・啓発事業の実施

自立支援協議会作
業委員会開催回数

回 12 15 125% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

120 環境課 緑の保全事業★
優れた樹林地等の良好な緑地の保全や松くい虫防除等によ
り、緑豊かな環境を形成します。

①町有緑地の管理（草刈り、枝払い、強
剪定）
②民有地に対する補助（枯れ松防除、抵
抗性マツ植樹、いけがき設置）③町内ボ
ランティア等との協働による竹林整備

民有緑地の保全契
約面積

ha 4.27 4.27 100% 成果をあげた 改善の必要がある 統合・連携できない このまま継続

アライグマ捕獲数 頭
地域からの

排除
43 ―

タイワンリス捕獲
数

頭
地域からの

排除
738 ―

イノシシ捕獲数 頭
地域からの

排除
41 ―

122 環境課 ゼロ・ウェイスト推進事業★
ごみの資源化・減量化を推進し、ゼロ・ウェイスト（ごみ・
無駄・浪費をゼロにする）を目指します。

①町内（自治）会等に対する集団資源回
収協力奨励金の支給
②補助用生ごみ処理容器等の購入
③家庭用生ごみ処理機購入費用への助成
④リユース事業の実施

資源化率（リサイ
クル率）

％ 50.0
令和５年３月公

表予定
#VALUE! 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

123 クリーンセンター ごみ収集事業★
町民等から収集したごみや資源物をクリーンセンターから計
画的かつ適正に搬出し、資源化又は処分することにより町民
の生活環境の保全を図ります。

①全町戸別収集方式によるごみや資源物
の収集
②ごみ収集に必要な消耗品及び燃料等の
購入
③塵芥収集車新規購入（１台）及び維持
管理
④資源ステーションのコンテナの更新
⑤粗大ごみ収集業務委託

ごみの不適正排出
に係る指導シール
件数

件 4,000 7,201 180% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

124 クリーンセンター 廃棄物資源化・処分事業★
町民等から収集したごみや資源物をクリーンセンターから計
画的かつ適正に搬出し、資源化又は処分することにより町民
の生活環境の保全を図ります。

①一般家庭から排出される資源物及び廃
棄物の搬出・処分委託
②逗子市との一般廃棄物（可燃ごみ及び
容器包装プラスチック）の共同処理
③鎌倉市・逗子市との一般廃棄物共同処
理における新たな品目の検討

資源化率（リサイ
クル率）

％ 50.0
令和５年３月公

表予定
#VALUE! 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

125 クリーンセンター 可燃ごみ搬出事業★
町民等から収集したごみや資源物の資源化又は処分するた
め、クリーンセンターから委託業者への計画的かつ適正な引
き渡し・搬出を行い、町民の生活環境の保全を図ります。

①可燃ごみの搬出処理のための諸設備等
の維持管理
②逗子市との一般廃棄物（可燃ごみ）の
共同処理
③鎌倉市・逗子市との一般廃棄物共同処
理における新たな品目の検討

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

成果をあげた 選択した環境課
外来生物による被害の防止や、野生動物の保護を行うことに
より、生態系の保全を図ります。

 
 

一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ

、
自
立
し

、
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち

 
 

緑
の
保
全

　
　
暮
ら
し
を
守
る

　
　
障
碍
児
福
祉
の
充
実

　
　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で

、
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
安
全
で
快
適
に
暮
ら
し
て
い
る
ま
ち

121 統合・連携できない このまま継続鳥獣保護管理対策事業★

①外来生物用捕獲器の貸出し及び捕獲獣
の回収
②計画防除の実施
③有害鳥獣（主にイノシシ）対策
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理
念

126 クリーンセンター クリーンセンター再整備事業★

「鎌倉市・逗子市・葉山町ごみ処理広域化実施計画」に基づ
き、安定的かつ効率的な共同処理体制の構築を図るため、老
朽化した既存施設・休止中の焼却施設を解体し、生ごみ資源
化処理施設、各ストックヤード及び中継施設（サテライトセ
ンター）等を整備します。

①プロポーザル発注支援業務
②生活環境影響調査
③下水道工事（執行委任）

クリーンセンター
再整備工事の進捗
率

％ 30 30 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

再生可能エネル
ギーシステム等設
置補助金交付件数

件 25 34 136%

電気自動車等購入
費補助金交付件数

件 10 3 30%

128 下水道課 下水道整備推進事業★
快適な生活環境を確保し、水質保全を図り美しい水環境を次
の世代へ引き継ぐために、下水道事業計画区域内未整備地区
における公共下水道の整備を計画的に行う。

①官民連携による下水道整備
②管渠実施設計委託
③枝線及び支線管渠築造工事
④増設に向けたPPP/PFI手法の導入可能
性調査

整備面積 ha 421 405 96% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

129 下水道課 下水道普及促進事業★

浄化槽から下水道への接続工事にかかる費用の一部を助成す
ることにより町民の経済的負担を軽減し、下水道処理区域内
未接続家屋に対する啓発活動を行い、下水道への早期接続及
び接続率の向上を図ります。

①普及啓発活動の実施
②水洗化工事助成
③雨水貯留施設転用工事助成
④私設汚水ポンプ設置助成

人口普及率 ％ 73 72.9 99.9% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

130 下水道課 下水道施設維持管理事業★
浄化センターや中継ポンプ場、マンホールポンプ等の適正で
安全な維持管理を行い、安定した下水道処理機能を保ちま
す。

①管渠及びマンホールポンプ維持管理
②中継ポンプ場維持管理
③浄化センター維持管理

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

131 下水道課
下水道施設アセットマネジメン
ト事業★

快適な生活環境を確保し、水質保全を図り美しい水環境を次
の世代へ引き継ぐために、ヒト、モノ、カネの中長期的な視
点から老朽化した下水道施設の改築・更新を行い持続的に実
施した事業運営に努めます。

①改築更新実施設計
②浄化センター機械更新工事
③マンホールポンプ更新工事（長柄１
号・２号）

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

合併処理浄化槽累
計転換基数（市街
化調整区域）

基 172 159 92%

合併処理浄化槽維
持管理補助金申請
基数（市街化調整
区域）

基 170.0 160.0 94%

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

127 環境課 地球温暖化対策事業★
あらゆる主体における省エネ・創エネ・蓄エネの取り組みを

推進することにより、温室効果ガスの削減に努めます。

①太陽光発電システム設置に対する助成
②家庭用燃料電池システム（エネファー
ム）設置に対する助成
③定置用リチウム蓄電システム設置に対
する助成
④電気自動車の購入に対する助成

成果をあげた
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132 環境課

市街化調整区域内の汲取り便槽や単独処理浄化槽から合併処
理浄化槽への転換を促進するとともに、合併処理浄化槽の適
正な維持管理を推進し、下水道処理区域外の水質汚濁の防止
を図ります。

成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続合併処理浄化槽補助事業★

①市街化区域の下水道処理区域外におけ
る、合併処理浄化槽の維持管理に対する
助成
②浄化槽整備区域（市街化調整区域）の
汲取り便槽や単独処理浄化槽から合併処
理浄化槽への転換に対する助成
③浄化槽整備区域（市街化調整区域）の
合併処理浄化槽の維持管理に対する助成

選択した 統合・連携できない このまま継続
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理
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133 消防総務課 消防管理経費

近隣市との相互応援体制の強化や消防関係機関との連絡調整
を図るとともに消防力の適正化による住民サービスの確保や
行財政運営の効率化を行い、消防体制の充実強化を目指しま
す。

①特別応援費用負担金
②消防関係機関負担金
③消防関係会議出席

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

134 消防総務課 消防職員研修費★
高度な知識・技術を有する消防職員を育成し、組織力の強化
を図ります。

①消防大学校、県消防学校における総合
教育、専科教育及び特別教育への派遣
②各種研修会、講習会等への参加
③救急救命士の養成
④指導救命士の養成

教育課程受講人数 人 20 16 80% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

135 消防署 消防活動事業★
消防活動資機材の整備により、消防体制の充実強化を図り、
各種災害等に対応します。

①消防活動資機材等の整備、更新、検査
等
②街頭消火器の更新及び維持管理
③防火服リース

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

136 消防署 消防署車両等維持管理事業
消防車両を常に有効活用できる状態に維持管理することによ
り、迅速かつ確実な消防活動を行います。

①維持管理にかかる法定点検や修理
②維持管理にかかる燃料の購入

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

137 消防総務課 消防団運営事業★
消防団への入団促進や団員の処遇の改善を図ることにより、
地域防災力の維持・向上を目指します。また、消防団の安定
した運営を維持することにより組織の強化を図ります。

①消防団員への報酬及び退職報償金の支
払い
②運営交付金の交付
③公務災害補償等負担金の支出

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

138 消防総務課 消防団詰所維持管理事業
地域の防災拠点となる消防団詰所を適正な状態で維持管理す
ることにより、災害時の迅速かつ的確な対応を推進します。

①消耗品の購入
②光熱水費、通信運搬費等の支出
③２・５分団エアコン設置工事

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

139 消防総務課 消防団車両等維持管理事業
消防車両を常に適正な状態で維持管理することにより、迅速
かつ確実な消防活動を行います。

①法定点検
②車両燃料費の支出
③必要な修理等の実施

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

140 消防署 消防用水利費
消防水利を常に有効活用できる状態に維持管理し、警備体制
の強化を図ります。

①消防水利の維持管理 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

141 消防署 消防車両整備事業★
複雑多様化する災害に対応するために消防車両を計画的に整
備することにより、消防力の充実強化を図ります。

①消防ポンプ自動車更新 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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142 消防署
共同指令センター運用管理事業
★

横須賀市と消防指令業務を共同化することにより、広域的な
応援出場態勢の強化、住民サービスの向上を図ります。

①消防指令センター設備の運用管理
②消防救急デジタル無線設備の運用管理
③指令台更新に係る実施設計

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

143 消防総務課 消防出初式等事業費
消防出初式の開催により、消防職団員の士気の向上及び町民
に対する消防力の開示並びに火災予防思想の普及啓発を図り
ます。

①消防出初式の実施
②消防団員の表彰

葉山町消防出初式 回 1 1 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

144 予防課 予防活動事業★

火災予防の指導・広報、各種申請・届出等に対する審査・検
査等、危険物施設等の許認可等及び防火対象物の管理指導を
実施するとともに、担当職員の専門的知識・技術等の習得に
より、予防体制の強化を図ります。

①防火対象物、危険物施設等における査
察の実施
②住宅用火災警報器の普及促進
③予防技術資格者等の予防要員育成
④火災予防啓発活動(イベント等)の実施

出火率(1万人あた
りの火災件数 過去
5年間平均)

％ 2.1 1.64 78% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

145 消防署 救急活動事業★
応急手当の普及・啓発、救急資器材の整備、高度な知識・技
能を有する救急救命士を育成し、救急体制の強化を図りま
す。

①救命講習会の開催
②救急用資器材の整備
③認定救命士の養成
④救急救命士の研修

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

146 消防総務課 消防団活動事業★
消防団の資機材の整備や訓練の充実、安全対策を図ることに
より、地域住民の安全・安心を確保します。

①費用弁償の支払い
②資機材等の整備
③県操法大会への参加

訓練出動延べ件数 回 40 43 108% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

147 防災安全課 防災訓練実施事業★
効果的な訓練や講話の実施により、地域住民一人ひとりの防
災意識の高揚及び普及・啓発を図ります。

①総合防災訓練の実施
②津波避難訓練の実施
③自主防災組織訓練への参加
④ビッグレスキューかながわ（神奈川
県・葉山町合同総合防災訓練）は新型コ
ロナウイルス感染症拡大の影響により延
期

町内会（自治会）
等訓練回数

回 16 4 25% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

148 防災安全課 女性防火防災クラブ育成事業★

現代の様々な災害リスク及びニーズへの対応力を高めるため
に、地震や風水害に対する防災知識及び技術を身につけるこ
とにより、地域の防災対応力の強化を図るとともに自主防災
組織において主体的な担い手としての女性を育成します。

①防災に係る講習の実施
②活動にかかる消耗品の購入及び活動費
の助成

防災に係る講習会
の実施

回 ６ 5 83% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

149 防災安全課 自主防災組織支援事業★
自主防災組織の活動支援を行うことにより、地域防災力の強
化を図ります。

①防災資機材購入費の助成
②自主防災組織のリーダー等育成支援

自主防災組織リー
ダー研修
受講団体数

団体 28 ０ 0% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない 改善して継続

150 防災安全課 防災対策事務経費

県や近隣市町（三浦半島地域や湘南地域）、関係機関との情
報交換及び連携強化に努めるとともに、防災体制に必要な機
器（携帯電話等）の維持管理や災害用の井戸水の確保など防
災体制の整備を図ります。

①防災体制に必要な機器（携帯電話等）
の維持管理など
②各種ハザードマップの改訂など

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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151 都市計画課 住宅耐震推進事業

人命に危害を及ぼすような倒壊等の被害を生じないよう、新
耐震基準以前（昭和56年5月31日以前の耐震基準）の木造住宅
及び令和４年度からは沿道建築物の耐震化を図るとともに、
倒壊等の危険性があるブロック塀等の地震に対する安全性の
向上を促進します。

①耐震無料相談の実施
②一般診断、耐震補強工事図面作成、耐
震補強工事、工事監理に対する助成
③ブロック塀の撤去に対する助成

耐震化促進事業及
びブロック塀撤去
申し込み件数

件 30 30 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

152 道路河川課 急傾斜地崩壊対策事業
急傾斜地の崩壊による災害から町民の生命を守り、安全で安
心して暮らせる生活を確保します。

①県の行う工事への負担金支出 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

153 防災安全課 防災行政無線維持管理事業★
防災行政無線の適正な維持管理を行うことにより、災害時の
迅速かつ的確な情報伝達の確保を図ります。

①県防災システムの維持管理
②防災行政無線の維持管理
③防災行政無線システムの更新検討

防災メール登録件
数

件 9,800 8,252 84% 改善の必要がある 選択した 統合・連携できない 改善して継続

154 防災安全課 防災資機材備蓄食糧整備事業★
災害時に必要となる資機材を整備するとともに、行政や協定
機関が稼動できるまでの期間の食糧を備蓄計画に基づき備蓄
することにより応急体制を充実させます。

①資機材や食糧の購入及び適正な管理
②町立小中学校等への分散備蓄の実施

備蓄食料数 食 43,460 27,220 63% 成果をあげた 改善の必要がある 統合・連携できない このまま継続

155 防災安全課 防災対策強化事業★
避難所や避難路を整備することにより、安全、迅速な避難手
段を確保します。

①防災（立木伐採）工事補助金
②災害用指定井戸手動ポンプ設置費等補
助金
③風水害時宿泊施設利用補助金制度の創
設

防災（立木伐採）
工事補助金

件 10 10 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

156 防災安全課
防災資機材備蓄食糧整備事業★
【コロナ禍対応】

災害時に必要となる資機材を整備するとともに、行政や協定
機関が稼動できるまでの期間の食糧を備蓄計画に基づき備蓄
することにより応急体制を充実させます。

①感染症対策物品の購入及び適正な管理
感染症対策キット
の避難所への配備

％ 100 100 100% 成果をあげた 改善の必要がある 統合・連携できない このまま継続

157 防災安全課
交通安全・防犯対策事業（防
犯）★

町内（自治）会、警察、関係機関など、地域ぐるみの連携に
より防犯対策を実施することにより、犯罪の未然防止を図り
ます。

①協働による啓発活動や青パトの巡回
②防犯関係団体への助成
③町設置防犯カメラ保守管理

青パトによる防犯
パトロール回数

件 52 32 62% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

158 防災安全課
交通安全・防犯対策事業（交通
安全）★

町内（自治）会、警察、関係機関など、地域ぐるみの連携に
より防犯対策を実施することにより、犯罪の未然防止を図り
ます。

①交通指導員の活動支援
②交通安全キャンペーン等の啓発事業の
実施
③交通安全関係団体への助成

交通安全キャン
ペーン実施回数

件 ４ ３ 75% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

159 町民健康課 町民相談事業★
法律相談、行政相談、司法書士相談、不動産相談などの各種
専門相談体制の充実を図ることにより、町民の生活上の不安
等の解消に努めます。

①専門相談窓口の開設
②相談担当者研修の受講
③関係機関との情報交換

法律相談の月の開
設日

回 ２ ２ 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

160 町民健康課 消費者育成対策事業★
多様化・複雑化する消費者問題に的確に対応していくため、
相談窓口・相談体制の総合的な対策の強化を図ります。

①消費生活相談の実施
②消費生活情報展の開催
③相談員・職員の研修受講

消費生活相談の開
設日

回/
月 ６ ６ 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続

161 都市計画課 地域まちづくり推進事業

地域の特性を活かした住環境を保全または創出することを目
的に地域まちづくり基本構想を策定し、その後の地域まちづ
くり協定の締結や地区計画の決定又は建築協定の締結を目指
します。

①地域まちづくり基本構想の立案
地域まちづくり推
進協議会

団体 ３ ３ 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

162 都市計画課 景観計画関連事業★
神奈川県屋外広告物条例に基づいた屋外広告物の表示等を行
わせることにより、葉山らしい景観の維持・保全・創造を推
進します。

①違反屋外広告物除却業務委託
違反屋外広告物の
除却

件 ２ ２ 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

魅
力
あ
る

公
園
の
創
出

163 都市計画課 公園管理事業★
地域に身近な公園について、地域住民のニーズに即した施設
整備や維持管理に努めることにより、住民の満足度の向上を
図ります。

①植栽の維持管理（高木類等剪定を含
む）
②遊具の管理
③フェンス等の修繕
④ベンチ設置等施設整備

公園遊具の総数
（健康遊具を含
む）

件 109 106 97% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

水
辺
環
境
の
整
備
促
進

164 道路河川課 河川維持補修事業★
町が管理する支流河川について、護岸等の整備及び維持補修
を行うことにより、町民の生命を守り、安全で安心して暮ら
せる生活を確保します。

①護岸等の整備
②河川の維持補修

河川の整備に対す
る満足度

％ 40.5 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

計
画
的
な
幹
線
道
路
の
整
備

165 都市計画課 街路整備事業★
町の骨格となる幹線街路である都市計画道路の整備を着実に
推進することにより、安全で快適な道路環境を整えます。

①都市計画街路事業促進協議会への負担
金支出

都市計画道路整備
率（事業主体：葉
山町）

％ 80 80 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

166 道路河川課 道路境界査定事業
地権者からの申請や町が必要とする境界査定を随時行うこと
により、町の管理地と私有地の境界を確定します。

①境界査定の実施
②境界査定図の作成
③境界標の埋設
④拡幅道路の分筆測量

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

167 道路河川課 道路台帳整備事業
道路台帳の整備により、町道データの適正な管理を図りま
す。

①台帳図及び調書の補正委託 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

168 道路河川課 土木工事積算システム事業
土木工事の積算業務を電算化することにより、迅速かつ正確
な処理を図ります。

①土木積算ソフト使用料の支払い ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）

計画値（A)
事業
番号

理
念

169 道路河川課 道路維持整備事業（道路）★
一般交通に支障を及ぼさないよう、道路を適正に維持修繕す
ることにより、良好な状態を保ちます。

①道路の修繕
②側溝の整備
③排水路の整備

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

170 道路河川課 道路維持管理事業★
一般交通に支障を及ぼさないよう、道路を常時良好な状態に
保ちます。

①道路用消耗品購入
②道路用原材料購入
③維持管理業務

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

171 道路河川課 街路灯設置管理事業★
街路灯の維持管理を行うことにより、夜間における歩行者等
の安全の確保を図ります。

①街路灯の維持補修
②電気料金の支払い
③ESCO方式による維持管理
④街路灯の点検調査

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

172 道路河川課 交通安全施設整備事業★
交通安全施設（カーブミラー、交差点鋲、ガードレールな
ど）の維持管理や道路面への区画線の標示などを行うことに
より、道路通行の安全確保を図ります。

①交通安全施設の維持管理
②道路面への区画線の標示

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

適
切
な
橋
り
ょ
う
の
維
持
管
理

173 道路河川課
道路維持整備事業（橋りょう）
★

「葉山町橋りょう長寿命化修繕計画」に基づき、橋りょうの
適切な維持管理、修繕を行うことにより、橋りょうの長寿命
化を図ります。

①橋りょうの補修設計
②橋りょうの修繕工事

修繕計画に基づく
修繕橋りょう数

橋 12 16 133% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

適
切
な
橋
り
ょ
う
の
維
持
管
理

174 政策課 地域公共交通会議運営事業★
町民のニーズに応じた持続可能な公共交通を確保・維持しま
す。

①地域公共交通会議の開催
②町内公共交通の現状整理

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

175 産業振興課 町民農園促進事業★
町民が、土と緑に親しみ、収穫の喜びを通じて、都市近郊農
業の生産と消費に対する理解を深めるために町民農園を開設
します。

①町民農園用土地の借り上げ
②町民農園整備清掃委託
③町民農園貸し出し

町民農園利用区画
数

区画 85 87 102% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

176 産業振興課 地場農産物振興対策事業★

葉山の農業者の活動を支援し、朝市等で販売される農産物や
加工品の生産と消費の拡大を図るとともに、町民が食する健
康に良い安全な農産物の割合を高めるために、農家の活動支
援及び消費者へのPRを行うことにより、生産量と農業者の所
得向上と消費者への理解を促進します。

①農家による援農団体等への支援（JA補
助金）
②農産物品評会の開催
③学校給食への食材の提供に関する連絡
調整

新規就農者数（親
元農家を除く）

人 ３ ５ 167% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

177 産業振興課 水産振興対策事業
漁業者の活動への支援や漁業関連施設の適切な維持管理を行
うとともに、相模湾沿岸の市町との連携により、相模湾全体
の漁業活性化を目指します。

①漁業関連施設（葉山灯台及び灯標等）
の維持管理 （ライトバッテリー交換に
伴う増額）
②水産業振興団体への負担金支出

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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活動指標名
目
標

施
策

D(Do)   活動指標
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計画値（A)
事業
番号

理
念

178 産業振興課 漁港管理事業

漁港施設（真名瀬漁港）及び漁港区域の適切な管理を行い、
漁業活動を円滑に行えるようにします。
また、漁港区域内の護岸の改良工事を行い、高潮に備えま
す。

①漁業協同組合への指定管理による真名
瀬漁港管理
②漂着物等処理業務委託
③高潮対策事業負担金

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

179 産業振興課 漁業協同組合支援事業★
漁業協同組合の活動支援により、漁業資源の増殖、販売経路
の確保、漁業従事者の経営の安定化を図ります。

①漁業協同組合の活動に対する助成（密
漁対策事業の強化に伴う増額１年目）

種苗放流事業対象
魚介類の陸揚量
※ヒラメ、マダ
イ、サザエ、アワ
ビ

トン 8.8 7.9 90% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

180 産業振興課
水産多面的機能発揮対策事業活
動組織

水産多面的機能発揮対策事業活動組織が行う食害生物の除去
や藻場保全の活動に対して補助を行うことで、漁場環境の維
持と向上を図ります。

①水産多面的機能発揮対策事業活動組織
の活動に対する助成

水産多面的機能発
揮対策事業活動組
織数

者 2 2 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

181 産業振興課 商工活動等支援事業★

各商店会が行うイベントの実施や事業者の経営改善指導など
を商工会を通して支援することで、小規模事業者を中心とし
た町内事業者の経営安定化を図ると共に、新規創業者の支援
を継続します。
また、葉山ブランドとなる商品開発を行います。

①商工会の活動に対する支援 事業所数 箇所 1,300 1,189 91% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

182 産業振興課 住宅リフォーム資金助成事業
住宅リフォームにかかる費用に対する助成を行うことによ
り、地域経済の活性化及び居住環境の向上を図ります。

①住宅リフォームにかかる費用への助成
②助成内容・方法の検討

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

183 産業振興課 畜産振興対策事業
葉山牛のより一層の消費拡大を図るとともに、主に三浦半島
内の農家に葉山牛堆肥を供給し、循環農業の推進を図りま
す。

①畜産農家団体への支援 ― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

184 政策課 葉山の魅力創生・発信事業
海だけでなく里山の魅力を発信するため、町民による持続的
な里山管理と里山体験フィールドの確保を行います。

①里山の魅力創造事業
里山体験イベント
参加人数

人 286 202 71% 改善の必要がある 選択した 統合・連携できる 改善して継続

185 産業振興課 観光振興対策事業★
近隣市町で構成する観光振興団体などに参画し、地域の魅力
である様々な観光資源を生かす取り組みを推進します。

①観光振興イベント(花火大会等）への
助成
（花火大会補助金の増額）
②観光振興団体への助成・負担金の支出

町内で行われるイ
ベントの来場者数

人 ― 945 #VALUE! 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

186 産業振興課 観光施設維持管理事業
町内８か所の公衆トイレや真名瀬駐車場、仙元山ハイキング
コース等を快適に利用できるよう維持管理を行います。

①各公衆トイレ、真名瀬駐車場及びハイ
キングコース等の維持管理
②真名瀬駐車場管理機器借り上げ
③（公財）かながわ海岸美化財団への負
担金支出
④真名瀬駐車場利用料金の改定

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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187 産業振興課 海水浴場開設事業
海水浴客の安全の確保を図り、家族連れが楽しめる、安心で
快適な落ち着いた雰囲気の海水浴場（町内3か所）を運営しま
す。

①監視所の設営や遊泳区域の指定、放送
設備の設置
②海水浴場監視・救護業務委託
③啓発看板の作成
④遊泳区域の更新
⑤歳入確保策の検討

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

188 政策課 広報紙発行事業★
有益かつ重要な町政情報を様々な広報媒体等を用いて町民に
周知することにより、町民と行政のコミュニケーションが図
り、相互の理解と協力を深められるようにします。

①広報葉山発行
②広報葉山全戸配布
③声の広報作成
④広報マニュアル・方針の運用

広報紙に掲載した
町民の写真・声

人 200 489 245% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

189 政策課 広報板管理事業
広報板を見やすいように維持・管理することにより、催物や
重要な行政情報の町民へ幅広い周知を図ります。

①広報板の維持・管理
②維持管理のための保険加入
③広報板ポスター貼り業務委託

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

190 政策課 町ＰＲ事業★
町ホームページや湘南ビーチFMの活用により、広く町の魅力
を発信するとともに、誰もが行政や地域の情報をいち早く確
認ができるようにします。

①町ホームページの運用
②湘南ビーチFMでの情報発信
③ドローンを活用した魅力PRの動画作成
④TVKデータ放送を活用した町の情報発
信

ホームページアク
セス件数

件 166,200 345,861 208% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

191 総務課 インターネット配信事業
インターネット配信により、町の情報の公開と共有を図りま
す。

①議会本会議及び議会委員会等のイン
ターネット中継の実施
②スマートフォン向けサービス利用

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない 改善して継続

192 政策課 広聴推進経費★
町民の声を行政運営に反映させるために、「町への提案」制
度や「町長と葉山のはなし」を開催するなど、日頃から広聴
の機会づくりの充実を図ります。

①町ホームページや封書による「町への
提案」の募集
②「町長と葉山のはなし」の開催
③要望や陳情等への対応
④新たな広聴システムの検討
　※コロナにより一部事業中止

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

193 政策課 協働推進事業★
町民と行政の協働によるまちづくり活動を推進するため、中
間支援組織との連携を図り、地域社会での住民とのパート
ナーシップを発展させます。

①協働のまちづくり指針の運用
②町民参加のしくみづくり
③葉山まちづくり館の管理及び運営事務
の委託

NPO法人まちづくり
協会会員数（正会
員、一般会員、賛
助会員、登録団体
の合計）

人 135 123 91% 改善の必要がある 改善の必要がある 統合・連携できない 改善して継続

194 政策課 空き家等対策推進事業★ 空き家の適正な管理と有効活用を図ります。

①空き家化の予防
②流通活用の促進
③管理不全空き家の防止・解消
④啓発パンフレットの作成
⑤関係団体との協定
⑥空き家バンク制度の創設

助言・指導を行っ
た空家の改善数

件 10 10 100% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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195 政策課 町内（自治）会支援事業★
地域の生活課題の解決を図るとともに、地域住民と行政をつ
なぐ役割を担う町内（自治）会に対する支援を行うことによ
り、地域コミュニティ活動の活性化を図ります。

①町内（自治）会活動への助成
②町内会館等の維持修繕
③集会所用AED機器借り上げ

町内会加入率 ％ 75 73.8 98% 成果をあげた 改善の必要がある 統合・連携できない このまま継続

　
　
町
民
と
行
政
の
中
に
お
互
い
を
支
え
あ
う
関
係
や
情
報
の
連
携
が
で
き
て
い
る
ま
ち

　
　
観
光
の
振
興

地
域
の
魅
力
が
住
ん
で
い
る
人
や
訪
れ
る
人
を
惹
き
つ
け
て
い
る
ま
ち

　
　
広
報
・
広
聴
活
動
の
充
実

　
　
み
ん
な
で
つ
く
る

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
　
活
力
を
創
造
す
る

23



令和３年度総合計画実施計画事業振り返り一覧

A(Action) 今後の方向性C(Check)  振り返りの結果

有効性 効率性① 効率性② 事業の方向性達成率 (％) 単位 実績値（B）事業名
（★は特に主要な実施計画事業）

事業目的
（どのような状態にしたいのか）

活動指標名
目
標
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策

D(Do)   活動指標

課等名

P（Plan)  葉山町総合計画＿理念・目標・施策・事業名・事業目的・事業内容

事業内容
（どのような方法で）
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196 政策課 総合計画審議会運営事業
「第四次葉山町総合計画」及び「第二期葉山町総合戦略」の
着実な推進とともに、より効果的に機能する総合計画・総合
戦略を策定します。

①総合計画審議会の開催
②総合計画の進行管理
③総合戦略の進行管理
④第五次総合計画策定に向けた検討

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

197 総務課 職員研修事業★
地方分権の進展及び多様化する社会情勢やニーズの変化に対
応し、行政課題を解決に導く能力の向上や新たな課題に積極
的に取り組む職員を育成します。

①基礎的研修
②階層別研修
③派遣研修
④先進地視察研修
⑤自主研究

職員研修延べ受講
者数

人 400 844 211% 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続

198 総務課 職員福利厚生事業
職員が職務に専念出来る環境を整備するとともに、職員の健
康の保持増進を目的として健康診断を実施する。

①職員健康診断・健康管理の実施
②安全衛生委員会の運営
③職員厚生会への委託

― 成果をあげた 選択した 統合・連携できない このまま継続
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199 税務課 徴収事務費★
町税の安定確保を目指し、確実な収納処理及び適正な滞納処
分の推進、納税環境の整備により、税負担の公平性を担保す
るとともに、町税に対する信頼の確立を図ります。

①口座振替及び郵便振替、コンビニ収
納、ペイジー口座振替関係手数料の支払
い
②町税等コンビニエンスストア収納事務
委託

収納率 ％ 98.45 98.73 100.28% 成果をあげた 選択した 統合・連携できる このまま継続
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200 公共施設課 公共施設等総合管理事業★
公共施設等総合管理計画をもとにした、公共施設の保有・保
全の方針（仮称）を策定し、公共施設等の総合的かつ計画的
な管理を推進します。

①保有・保全の方針策定に向けた策定委
員会の開催
②公共施設等総合管理計画第一次実施計
画改訂

保有・保全の方針
策定（令和6年度） 初版作成 初版作成 ― 改善の必要がある 選択した 統合・連携できない このまま継続
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